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共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
報
告

　
二
〇
一
八
年
十
一
月
一
〇
日
（
土
）

に
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
多
文
化
共
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―
若

者
か
ら
世
界
へ
―
」
を
開
催
し
た
。
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
二
〇
一
七
年

一
二
月
九
日
に
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
名
古
屋
の
多
文
化
共
生
を
進
め
る

た
め
の
大
学
・
研
究
者
・
学
生
の
役
割

と
は
何
か
」
に
続
く
、
第
二
回
目
の
名

市
大
が
発
信
す
る
多
文
化
共
生
に
関
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
っ
た
。
第
一

回
目
の
会
で
は
名
古
屋
市
立
大
学
特
別

研
究
奨
励
費
を
得
て
、「
医
療
分
野
で

の
や
さ
し
い
日
本
語
の
活
用
」、「
外
国

人
の
子
ど
も
の
教
育
の
場
づ
く
り
」
な

ど
の
一
〇
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
話
し

合
っ
た
。
大
学
に
は
多
文
化
共
生
社
会

実
現
に
向
け
て
、
人
を
つ
な
ぎ
、
場
を

つ
く
る
こ
と
、
共
生
社
会
の
担
い
手
と

な
る
若
者
へ
の
教
育
を
求
め
る
声
が
多

く
挙
が
っ
た
。

　
今
回
は
名
市
大
人
文
社
会
学
部
国
際

文
化
学
科
の
山
本
ゼ
ミ
の
三
年
生
が

二
〇
一
七
年
度
に
名
古
屋
市
か
ら
要
請

を
受
け
て
中
区
の
協
力
の
下
に
行
っ
た

外
国
人
住
民
動
向
調
査
で
学
ん
だ
成
果

を
活
か
し
て
、
若
者
の
視
点
か
ら
多
文

化
共
生
に
関
す
る
問
題
意
識
を
発
表
し
、

参
加
者
と
意
見
交
換
を
行
う
会
に
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ゼ
ミ
の
三

年
生
七
人
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
議
論

す
る
テ
ー
マ
を
検
討
し
、
七
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年

度
と
同
様
に
名
古
屋
市
観
光
文
化
交
流

局
観
光
文
化
交
流
部
国
際
交
流
課
と
名

古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
か
ら
企
画
へ
の
助

言
を
は
じ
め
、
広
報
活
動
な
ど
に
関
し

て
多
く
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　
当
日
は
名
古
屋
市
国
際
交
流
課
主
幹

の
青
木
直
人
氏
か
ら
開
催
の
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
の
ち
、
学
生
七
人
に
よ
る

テ
ー
マ
の
説
明
と
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

七
つ
の
テ
ー
マ
は
、
日
本
語
教
室
の
あ

り
方
、
難
民
問
題
に
つ
い
て
、
外
国
人

観
光
客
の
マ
ナ
ー
問
題
と
そ
れ
に
対
す

る
日
本
人
の
見
方
、
異
文
化
理
解
事
業

の
あ
り
方
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
人
々
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る

た
め
に
、
ゴ
ミ
の
分
別
、
外
国
人
市
民

と
報
道
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は

関
心
が
あ
る
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
テ
ー

マ
ご
と
に
多
様
な
角
度
か
ら
意
見
を
交

わ
し
、
解
決
策
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ

ン
・
提
言
等
を
ま
と
め
、
最
後
の
四
〇

分
間
に
発
表
を
行
っ
た
。
以
下
で
は
各

グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
と
発
表
内
容
を
紹

介
し
た
い
。

　
一
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
井
上
真
奈
さ

ん
が
日
本
語
教
室
の
あ
り
方
に
つ
い
て

提
案
を
行
っ
た
。
名
古
屋
に
住
む
外
国

人
の
約
三
割
が
日
常
会
話
か
そ
れ
以
下

の
日
本
語
能
力
し
か
な
い
が
、
日
本
語

能
力
が
高
い
ほ
ど
正
社
員
の
比
率
が
高

い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

外
国
人
住
民
に
積
極
的
に
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
日
本
語
教
室
の
具
体
案

を
出
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
外
国
系
の

住
民
の
な
か
に
は
日
本
語
を
学
ぶ
メ

リ
ッ
ト
が
わ
か
ら
な
い
人
、
子
育
て
な

ど
で
時
間
が
な
い
人
、
教
室
の
存
在
を

知
ら
な
い
、
一
人
で
行
く
の
に
抵
抗
が

あ
る
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が

い
る
。
そ
の
た
め
、
外
国
人
住
民
が
通

い
や
す
く
、
彼
ら
の
支
援
に
な
る
よ
う

な
日
本
語
教
室
が
必
要
で
あ
る
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　
二
つ
の
目
の
テ
ー
マ
は
、
韓
国
出

身
の
留
学
生
イ
ム
・
ド
ン
ビ
ン
さ
ん

が
子
ど
も
た
ち
や
学
生
に
難
民
問
題

を
正
し
く
認
識
さ
せ
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
う
べ
き
か
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
提
案
し
た
。

二
〇
一
八
年
一
一
月
現
在
、
世
界
で
は

六
五
三
〇
万
人
の
難
民
が
い
る
と
言
わ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
報
告

　「
多
文
化
共
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
―
若
者
か
ら
地
域
・
世
界
へ
発
信
―
」
の
開
催

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
　
山
本
　
明
代
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れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
二
〇
一
七
年

に
一
万
九
六
二
三
人
の
難
民
申
請
に
対

し
て
わ
ず
か
二
〇
人
が
認
定
さ
れ
た
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
二
〇
一
七
年
七
月
、

イ
エ
メ
ン
か
ら
の
難
民
五
〇
〇
人
が
韓

国
の
済
州
島
に
入
国
し
、
本
土
へ
送
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
要
求
し
、
市
民
か
ら

の
大
反
対
に
あ
っ
た
と
い
う
出
来
事
が

あ
っ
た
。
難
民
を
拒
否
す
る
社
会
的
風

潮
に
対
し
て
、
特
に
若
者
や
子
供
た
ち

に
教
育
を
通
じ
て
難
民
問
題
を
正
し
く

認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

難
民
受
入
れ
の
賛
否
に
つ
い
て
は
、
治

安
の
悪
化
を
危
惧
し
反
対
す
る
意
見
や

日
本
で
は
時
期
尚
早
で
は
な
い
か
と
い

う
中
立
的
な
意
見
も
あ
っ
た
が
、
多
く

は
労
働
力
の
確
保
、
人
道
上
の
先
進
国

と
し
て
の
義
務
、
日
本
の
多
様
化
の
た

め
に
賛
成
す
る
と
い
う
意
見
だ
っ
た
。

難
民
認
定
の
現
状
へ
の
理
解
が
大
切
で
、

難
民
情
報
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
情
報
を
信
じ
す
ぎ
な
い
、
メ
デ
ィ
ア

リ
テ
ラ
シ
ー
を
養
成
す
べ
き
で
、
難
民

に
関
す
る
正
し
い
情
報
を
発
信
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
、
若
者
は
そ
の
情
報

を
読
み
取
る
力
を
養
う
べ
き
、
難
民
に

関
す
る
教
育
や
就
労
な
ど
の
受
入
れ
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が

出
た
。

　
三
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
尾
﨑
有
起
さ

ん
が
外
国
人
観
光
客
の
マ
ナ
ー
問
題
を

提
案
し
た
。
近
年
、
訪
日
外
国
人
数
が

増
加
す
る
に
伴
い
、
日
本
の
マ
ナ
ー
が

分
か
ら
な
い
外
国
人
を
問
題
視
す
る
風

潮
が
現
れ
た
。
そ
こ
で
、
外
国
人
観
光

客
の
主
な
マ
ナ
ー
問
題
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
、
改
善
す
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。日
本
人
は
、日
本
の
マ
ナ
ー

を
理
解
し
な
い
外
国
人
観
光
客
へ
の
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
が
、

マ
ナ
ー
が
悪
い
こ
と
の
原
因
は
外
国
人

に
だ
け
あ
る
の
で
は
な
い
、
日
本
人
も

海
外
で
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
、
マ
ナ
ー
を
外
国
人
に
知
ら
せ

る
と
同
時
に
、
マ
ナ
ー
を
知
ら
な
い
こ

と
を
寛
容
に
受
け
止
め
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
の
意
見
が
出
た
。
具
体
的
に

は
、
外
国
人
観
光
客
に
も
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
マ
ナ
ー
を

知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
人
は
外

国
人
観
光
客
よ
り
も
日
本
の
マ
ナ
ー
を

少
し
知
っ
て
い
る
だ
け
、「
僕
ら
は
日

本
の
先
輩
」
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
が
示

さ
れ
た
。

　
四
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
佐
藤
浅
黄

さ
ん
が
名
古
屋
に
合
っ
た
異
文
化
理

解
事
業
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に

つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
平
成
二
九
年
の
名
古
屋
市
外
国
人

住
民
統
計
に
よ
る
と
外
国
人
住
民
は

七
万
八
四
三
五
人
で
あ
り
、
出
身
国
別

で
多
い
の
は
中
国
、
韓
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
　
ネ
パ
ー
ル
で
あ

り
、
在
留
資
格
は
留
学
、
技
能
実
習

生
、
技
術
者
、
家
族
滞
在
、
日
本
人
の

配
偶
者
等
が
あ
る
。
二
〇
一
七
年
に
ゼ

ミ
で
行
っ
た
外
国
人
市
民
動
向
調
査
に

よ
る
と
、
日
本
人
の
友
達
が
い
る
割
合

は
、
ネ
パ
ー
ル
人
四
三
％
、
ベ
ト
ナ
ム

人
三
〇
％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
七
五
％
、

中
国
人
五
三
％
だ
っ
た
。
名
古
屋
市
で

開
催
さ
れ
て
い
る
既
存
の
異
文
化
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
例
は
、
名
古
屋
ク
リ

ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
世
界
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
・
デ
ー
な
ご
や
、
外
国
語
で
楽

し
む
絵
本
の
会
な
ど
が
あ
る
。
異
文
化

交
流
事
業
の
イ
ベ
ン
ト
を
知
る
き
っ
か

け
を
作
る
た
め
に
は
、
直
接
情
報
を
伝

え
て
も
ら
う
こ
と
以
外
に
も
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
伝
え

る
の
が
よ
い
、
異
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト

で
行
き
た
い
と
思
う
内
容
は
、
食
べ
物

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
文
化
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
が
よ
い
、
そ
れ
に

よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　
五
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
中
塚
美
香
さ

ん
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
人
々
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る
た
め
に

は
何
が
必
要
か
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
を
提
案
し
た
。
二
〇
一
六
年
の
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
総
合
研
究
所
の
調
査
に
よ
る

と
、
日
本
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
割
合
は
八
％
、

一
三
人
に
一
人
の
割
合
で
あ
る
。
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
は
、

夫
婦
同
様
の
関
係
を
持
っ
て
い
て
も
、

社
会
的
に
夫
婦
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い

た
め
、
夫
婦
を
対
象
と
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
学
校
や
職
場
で
の
性
別
の
取
り
扱

い
に
馴
染
め
ず
、
退
学
や
離
職
に
つ
な

が
る
、
自
ら
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を

隠
す
た
め
に
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ

て
し
ま
う
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
フ

レ
ン
ド
リ
ー
な
町
を
作
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
。
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
が
不
便
に
感
じ
て

い
る
ト
イ
レ
、
制
服
、
温
泉
、
結
婚
な

ど
の
制
度
と
市
民
の
意
識
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
、
性
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
が

当
た
り
前
と
い
う
意
識
を
持
つ
、
当
事
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者
を
特
別
視
し
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
境
界
線
を
な
く
す
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
の
教
育
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
々
が
安
心

で
き
る
場
所
づ
く
り
を
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
暮
ら
し
や
す
い

社
会
と
は
み
ん
な
が
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト

す
る
社
会
と
は
限
ら
な
い
、
カ
ミ
ン
グ

ア
ウ
ト
す
る
人
も
、
し
た
く
な
い
人
も

み
な
が
居
心
地
の
良
い
社
会
に
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
発
言
も
あ
っ
た
。

　
六
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
西
村
奈
緒
さ

ん
が
外
国
人
名
古
屋
市
住
民
の
ゴ
ミ
分

別
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
解
決
案
を
出

す
こ
と
を
提
案
し
た
。
名
古
屋
市
の
分

別
数
は
政
令
指
定
都
市
（
人
口
五
〇
万

人
以
上
）
の
中
で
最
も
多
い
九
種
類
で

あ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
平
成
二
七
年

度
で
二
四・
五
％
で
、
人
口
五
〇
万
人

以
上
の
都
市
で
六
位
で
あ
る
。
名
古
屋

市
は
多
言
語
機
能
付
き
の
ゴ
ミ
出
し
ア

プ
リ
を
提
供
し
て
い
る
が
、
今
後
増
加

す
る
外
国
人
住
民
に
分
別
へ
の
協
力
を

求
め
る
こ
と
が
よ
り
必
要
に
な
っ
て
い

る
。
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
は
、
海
外
と

日
本
の
常
識
の
違
い
が
存
在
し
、
収
集

率
が
低
か
っ
た
り
、
ポ
イ
捨
て
が
当
た

り
前
の
国
が
あ
っ
た
り
す
る
。
分
別
に

積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
る
外
国
人
を

増
や
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
ア
ッ
プ
を

目
指
し
た
い
。
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て

は
、
日
本
に
長
く
暮
ら
し
た
い
意
欲
が

高
い
程
、
ゴ
ミ
捨
て
の
意
識
が
高
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
定
を
立
て

る
と
、
意
欲
が
高
い
人
と
は
、
留
学
生

な
ら
ば
日
本
で
の
就
職
を
目
的
と
し
、

日
本
に
帰
化
し
た
い
、
日
本
に
な
じ
み

た
い
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
い
う
指

摘
が
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
ゴ
ミ
捨
て
を

き
っ
か
け
に
日
本
人
と
の
共
生
を
考
え

て
も
ら
い
、
ゴ
ミ
捨
て
へ
の
協
力
を
し

て
も
ら
う
と
の
意
見
で
ま
と
ま
っ
た
。

　
七
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、
福
田
達
也
さ

ん
が
外
国
市
民
と
報
道
に
つ
い
て
問
題

提
起
を
行
っ
た
。
平
成
二
六
年
の
外
国

人
犯
罪
件
数
は
一
万
五
二
一
五
件
で
あ

り
、
こ
れ
は
日
本
で
発
生
し
た
犯
罪
件

数
の
約
三
％
に
過
ぎ
な
い
が
、
新
聞
や

ニ
ュ
ー
ス
で
外
国
人
が
関
わ
る
事
件
が

報
道
さ
れ
る
場
合
に
は
、
外
国
人
で
あ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

外
国
人
の
犯
罪
の
方
が
世
間
に
知
ら
れ

や
す
い
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
国
外
で

発
生
し
た
事
件
と
そ
の
報
道
に
よ
る
外

国
人
市
民
へ
の
影
響
も
あ
り
、
Ｉ
Ｓ
が

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
と
称
し
て
報
道
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
に
お
け
る
「
イ

ス
ラ
ム
教
＝
過
激
的
で
危
な
い
」
と
い

う
偏
見
が
助
長
さ
れ
た
。
他
方
、
日
本

に
住
む
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
人
々
は
Ｉ
Ｓ

の
活
動
を
批
判
し
、
正
し
い
イ
ス
ラ
ム

教
に
対
す
る
知
識
を
広
め
よ
う
と
活
動

し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
活
動
は
報
道

さ
れ
な
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
外
国

人
報
道
に
関
す
る
問
題
点
は
外
国
人
報

道
の
偏
り
や
報
道
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な

ど
が
あ
る
、
テ
レ
ビ
は
情
報
収
集
力
が

弱
い
た
め
、
若
者
は
テ
レ
ビ
を
見
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

解
決
策
に
は
、
記
者
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
変
え
る
、
政
治
に
携
わ
る
人
の
意
識

を
変
え
る
、
市
民
の
意
識
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
も
有
効
で

あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
倫
理
観
を
確

立
し
、
人
を
愛
す
る
気
持
ち
を
養
う
必

要
が
あ
る
と
の
結
論
に
な
っ
た
。

　
最
後
に
、
名
古
屋
市
国
際
交
流
課
の

青
木
氏
、
中
区
役
所
地
域
力
推
進
室
主

査
の
尾
上
圭
氏
、
中
区
栄
東
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
事
務
局
長
の
林
哲
哉
氏
か
ら

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は

三
八
名
と
な
り
、
名
市
大
の
学
生
が
名

古
屋
市
の
行
政
に
携
わ
る
方
々
、
多
文

化
共
生
を
推
進
す
る
団
体
や
個
人
の

方
々
と
七
つ
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
意

見
を
交
わ
す
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。


